
―

―

八

月

十

五

日

は

敗

戦

記

念

日

！

 

 

再

び

戦

争

の

惨

禍

が

政

府

の

行

為

に

よ

っ

て

…

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

「

い

つ

か

歩

ん

だ

道

」

で

は

？

―

―

 

 

◎

三

日

後

に

八

月

十

五

日

を

迎

え

ま

す

。

六

七

年

前

、

日

本

は

侵

略

戦

争

（

太

平

洋

戦

争

）

を

起

こ

し

、

国

内

外

の

合

計

二

千

万

人

を

超

え

る

と

も

言

わ

れ

る

人

々

の

命

を

奪

い

、

そ

の

結

果

無

条

件

降

伏

を

せ

ざ

る

を

得

な

か

っ

た

日

で

す

。
愚

か

な

、
愚

か

な

戦

争

で

し

た

。 

 

◎

そ

の

後

す

ぐ

、

現

在

の

日

本

国

憲

法

が

制

定

さ

れ

、

国

民

の

ほ

と

ん

ど

は

 

 

①

国

民

主

権

 

 

②

基

本

的

人

権

尊

重

 

 

③

徹

底

し

た

平

和

宣

言

 

の

三

本

柱

を

喜

び

、
「

や

っ

と

、

こ

れ

で

人

間

ら

し

い

生

活

が

で

き

る

」

と

胸

を

撫

で

下

ろ

し

ま

し

た

。
 

・

特

に

、

憲

法

第

九

条

で

、

軍

備

を

捨

て

、

戦

争

を

し

な

い

平

和

国

家

建

設

を

誓

い

ま

し

た

か

ら

、

戦

争

に

苦

し

め

ら

れ

て

き

た

国

民

は

、

心

か

ら

大

歓

迎

し

た

の

で

す

。

そ

の

意

味

で

日

本

の

平

和

憲

法

は
「

全

戦

死

者

の

遺

言

」
と

言

っ

て

も

過

言

で

は

な

い

で

し

ょ

う

。 

 

◎

あ

れ

か

ら

六

七

年

。

皆

さ

ん

、

目

を

開

け

て

周

り

を

見

て

下

さ

い

。

 

・

今

や

私

た

ち

の

前

に

、

日

本

が

、

防

衛

(

軍

事

)

予

算

的

に

見

て

、

日

本

が

世

界

有

数

の

軍

事

国

家

で

あ

る

こ

と

が

見

え

ま

す

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・

具

体

例

で

は

、

私

た

ち

浜

松

市

の

上

空

を

、

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

が

我

が

も

の

顔

に

飛

び

回

っ

て

い

ま

す

が

、

あ

れ

は

何

の

た

め

で

し

ょ

う

か

？

 

 

北

朝

鮮

の

脅

威

な

ど

に

備

え

て

の

情

報

収

集

と

も

言

わ

れ

ま

す

が

、
結

局

は

戦

争

の

た

め

。

つ

い

先

日

、

岩

国

基

地

に

も

、

危

険

な

オ

ス

プ

レ

イ

が

配

備

さ

れ

ま

し

た

。

 

 

◎

日

本

国

民

は

「

再

び

、

政

府

の

行

為

に

よ

っ

て

、

戦

争

の

惨

禍

が

起

こ

る

こ

と

の

な

い

よ

う

に

決

意

（

憲

法

前

文

・

裏

面

）
」

し

た

の

で

す

。

し

か

し

、

こ

の

ま

ま

で

は

、

気

づ

い

た

時

に

は

、

ま

た

身

動

き

で

き

な

い

戦

争

体

制

の

中

に

組

み

込

ま

れ

る

と

し

か

思

え

ま

せ

ん

。

 

 

◎

市

民

の

皆

さ

ん

、

こ

の

状

況

を

黙

っ

て

い

て

よ

い

の

で

し

ょ

う

か

！

 

・

一

人

ひ

と

り

が

、
小

さ

く

て

も

よ

い

の

で

す

、
「

愚

か

な

戦

争

は

も

う

ご

免

！

」
と

声

を

あ

 

げ

ま

せ

ん

か

？

 

子

ど

も

や

孫

や

曾

孫

の

た

め

に

！

 

  

―

平

和

講

演

会

の

ご

案

内

―

 

 
 

日

 

時

・

八

月

二

六

日

（

日

）

午

後

一

時

半

～

三

時

半

（

午

後

一

時

開

場

）

 

 
 

会

 

場

・

プ

レ

ス

タ

ワ

ー

一

七

階

 

静

岡

新

聞

ホ

ー

ル

 

 
 

講

演

題

・
「

世

界

か

ら

注

目

さ

れ

る

 

日

本

国

憲

法

の

か

が

や

き

」

 

 

講

 
 

師

・

小

森

 

陽

一

氏

 
(
｢

九

条

の

会

｣

事

務

局

長

、

東

京

大

学

大

学

院

教

授

)
 

 
 

入

 

場

・

前

売

り

・

当

日

券

と

も

に

、

五

〇

〇

円

…

受

付

で

ど

う

ぞ

 

 
 

主

 

催

・

九

条

の

会

・

浜

松

地

域

連

絡

会

 

つ

ど

い

実

行

委

員

会

 
 

 

二

〇

一

二

年

八

月

十

二

日

（

日

）

第

五

四

六

回

・

憲

法

を

守

る

平

和

行

進

 

 
 

 
 

 

浜

松

市

憲

法

を

守

る

会

(

事

務

局

 

浜

松

市

中

区

紺

屋

町

三

０

一

～

十

五

)
 


